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要 旨
奈良大学図書館における資料利用の特徴を把握するために、2004年(暦年)1年間の貸出データを集計
し、蔵書回転率 と蔵書貸出率を指標 とする分析調査を行った。1945年から2003年の問に出版された図書
についての分析では、「資料の利用頻度は出版年か らの経過年数が増すにつれて低下する」という計量
書誌学の経験則(「オブソレッセンス」と呼ばれる)が 当館でも当てはまることが確認された。直近15年
間に出版された図書に関しては、和 ・洋 ・中別で比較 した場合は和図書の、購入 ・寄贈別で比較 した場
合は購入図書の貸出が多 く、また予算区分別では文学部選書枠による購入図書の蔵書回転率が社会学
部 ・教養部のそれより高いとの結果が得 られた。主題分野別ではNDCの2類(歴 史、地理)、7類(芸
術)、9類(文 学)の ほか、新書や文庫本を中心 とした 「K」(教養文庫)で 高い蔵書回転率 ・蔵書貸出
率が観察された。他方、「B」と 「M」(遺跡発掘調査報告書)の 利用度は蔵書回転率 ・蔵書貸出率のど
ちらから見ても全分野中で最 も低いなど予想外の実態 も明らかになった。これらの知見は、利用の活発
な分野での受入数の拡充、貸出回数の少ない資料群に対する別置や除籍の検討などの形で、図書館業務
にフィー ドバ ックできると考えられる。
1は じめに
大学の経営環境が厳しさを増すなかで、図書館サービスの維持と一層の向上を目指すためには、
現状の正確な把握と理解が不可欠である。また、学校教育法の改正により平成16年4月から義務
化された認証評価(第 三者評価)へ の対応を視野に入れれば、従来型の自己点検 ・自己評価の延
長線上にではなく、より客観的で具体的な事実に基づいたサービスの効果説明が要求されている
とも言える。幸い奈良大学図書館では、2003年4月から新コンピュータ ・システムLIMEDIOが
稼動開始した1)ことにより、旧システムに比べて各種業務データを詳細に記録 し、集計できるよ
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うになった。筆者等はこの成果を活かし、今後の蔵書構築や書庫管理、図書予算配分にフィー ド
バックすることを目的として、貸出データの分析調査を行ったので本稿で報告する。
近年、業務コンピュータ化の進展に伴いデータの蓄積や集計が容易になったことから、図書館
サービスの現状 を把握する手段 として、貸出データ分析が行われることが多い。もちろん、「貸
出」は資料利用形態のひとつにすぎず、他にも館内閲覧や複写、あるいはブラウジング(拾い読
み)な どの形がある。また貸出された資料のすべてが利用者の情報要求を満たしているとは限ら
ず、未読のまま返却される場合もあ りうる。従って、貸出データ分析 は利用の一側面だけを論じ
ているにすぎない、との批判が成立するように思われる。しかし、欧米においては館外貸出と館
内利用に定量的な関係があるとする調査結果が以前から報告されてお り2)3)、またわが国でも、
利用年月別 ・受入年月別 ・主題分野別に件数を比較した結果、両者の問に正の相関関係を確認し
たとの報告がある4)。岸田和明氏によれば、これら実証研究の成果を踏 まえれば 「館外貸出は図
書館利用の大きな部分を占め、館内利用を含めた図書館資料の利用をかなり正確 に表していると
考えられる」5)のである。
∬ 集計対象と分析方法
(1)集計の対象および手順
当館の2004年1月1日から12月31日の問の全貸出データ40,574件を対象として集計を行った。館
外貸出に限らず、貸出禁止資料の館内利用(DVD等 視聴覚資料の場合)、閉架資料の館内閲覧
(和装本や準貴重書の場合)、参考図書の一夜貸、個人研究室に対する長期貸出、ILLに よる
貸出、その他の特別貸出と、コンピュータ・システムが管理するすべての貸出種別を含んでいる。
利用者についても学外者を含めることとし、特に限定はしなかった。
手順としては、LIMEDIOから該当データをテキス ト形式で出力 し、MS-Accessで所要の加工を
施 したのち、帳票作成用 ソフトウェアCrystalReportsによって集計を行い、結果をさらにExcel
形式に出力した。図表の作成と回帰分析 はMS-Excel2002のグラフ機能により行った。
2004年5月1日現在における当館の蔵書数(図 書)は326,512冊、学内利用者数は3,220名(一般
学生3,097名、専任教職員123名)である。
(2)分析の方法
分析 に用いた指標は 「蔵書回転率」 と 「蔵書貸出率」である。蔵書回転率(turnoverrate)と
は、「貸出冊数を蔵書冊数で割って得た数値」6)、すなわち図書1冊 あたりの貸出回数である。図
書館活動を評価する指標の一つで 「魅力ある蔵書かどうかを知る目安」7)とみなされている。一
方、「蔵書貸出率」8)は、山田周二氏 によって 「同一図書についての重複 した貸出を除いた貸出
回数を、配架冊数で除したもの」9)として定義された数値で、対象資料群のなかで1度 でも貸出
された資料の比率を表す。図書館情報学用語としては定着していないかも知れないが、蔵書回転
率と同様に当該資料群の利用の活発さ、あるいは相対的な魅力度を示す指標 ととらえることがで
きる。なお、本稿では以下、単に 「回転率」「貸出率」 と呼ぶことにする。
最初に、2003年(分析対象年の前年)か ら1945年の間に出版された図書を範囲として、経過年
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数(分 析 対象年 と出版年 との差)と 、貸出図書の出版年 ごとの冊数 ・回転率 ・貸出率 との関係 を
グラフ化 して、 オブソ レッセ ンスの観察 を試 みた。 「オブソ レッセ ンス」(obsolescence)は計量
書誌学'o)の用語で、文献の利用頻度(貸 出回数や被 引用 回数)が 出版年か らの経過年数が増す に
つれ低下 して行 く現象 を指 し、図書 ・雑誌の廃棄や別置の候補 を識別す る代 表的手法の一つ とし
て位置付 け られている")。単位期 間(通 常1年 間)に おけ る貸出図書の刊行年分布 において観察
され る場合 を共 時オブソ レッセ ンス(synchronousobsolescence)、固定 した文献集合 において経
年的に観察 される場合 を通時オブソ レッセ ンス(diachronousobsolescence)と呼ぶが、分析可能
な詳細デー タが現時点で2年 余分 しか累積 されてい ないため、本稿 で は共時オ ブソレッセ ンスの
み を取 り上げている。なお、ここでの「出版年」はLIMEDIO図書 目録データベース中の「図書 レコー
ド」内「出版 日付」の項 目か ら切 り出 しを行 い、出版年が範囲で記述 されている場合 には、開始年を採
用するこ ととした。この分析範囲の貸出デー タは37,036件、図書数は311,013冊であった。
次 に、2003年か ら1989年の15年間 に出版 された図書 に範囲 をしぼ って、当該資料の出版年別 に
回転率 と貸出率 を算出 し、① 和洋区分(和 図書 ・洋図書 ・中国図書)'2)ごと ② 受入区分(購 入
図書 ・寄贈図書)ご と ③ 予算単位(文 学部 ・社 会学部 ・教養部)ご と ④ 主題分野 ごと の4
つの観 点か ら、異 同について比較検討 を行った。当館 でのコンピュー タ・システムの導入 は1989年
度か らで、1988年度以前 に蔵書 となった図書 は、受入年度の ほか、受入区分 ・予算単位が入力 さ
れていないため、分析対象か ら除外 した。 この分析 範囲の貸出データは19,028件、図書数 はll2,626
冊であ った。
皿 集計結果と分析
(1)2004年貸 出デ ータにおける共時 オブソレッセンス
出版年別の 回転率 ・貸出率の グラフを図1に 、デー タを付表1に 示す。回転率 は最初の10年か
ら15年間に急降下 し、暫 く横 ばい気味 に推移 したの ち40年ない し50年経過の付 近か ら再び緩やか
に下が るとい う形 となってお り、オ ブソレッセ ンスが見て取れ る。
オブソレッセ ンス に関 して は、計量書誌学の経験則 として次の式 に従い指数関数的 に減少す る
ことが知 られてい る13)。
σ(t)ニAe-kr(tニ0,1,2…)
(σ(t)は出版 か らt年経過 した時点 での利用数(延 貸 出数)、Aとkは パ ラメー タ)
しか し、今 回の対象デー タについて実施 した分析 で は、図1か らもうかが えるとお り、指数回帰
よ り対数 回帰の ほうが よ く適合す るとの結果が得 られた。回帰方程式 は次の とお りであ った。
指数 回帰U(t)=0.2001θ一α02π 決定係数 π2=0.73
対数 回帰U(t)ニ ー0.665Ln(t>+0.3112決定係数R2ニ0.86
この結果 は、計量書誌学の経験則 に比べて、刊 行年が新 しい図書の回転率が よ り高い傾向 にあ る
ことを示す もの と言 えるだろ う。興味深 いことに山田周二氏か らも同様 の知見が報告 されている。
同氏 は愛媛大学 附属 図書館(開 架図書10万冊、学生数ス000人)における2002年度 の館外貸 出デー
タ(開 架和図書のみ)を 対象 として分析 を行い、新刊 書の貸出が多い理由の ひとつ として 「新刊
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図書の受入冊数が需要 に対 して不十分 なため にそ こに利用が集中 し、高い蔵書回転率 を示す こと
になってい るので はないか」'4)との推定 を示 した。学生一人あた りの和 図書配架冊数 を比較 して
み ると、愛媛大の経過年数1年 二〇.12、2年二〇.24、3年二〇.31に対 し、当館で は経過年数1年 二
1.54、2年二1.80、3年二1.82と明 らかに多 い15)ので、受入数が不十分であるとは判 断できない。
む しろ、当館で は(5)で 述べ るように、文学分野 ・芸術 分野の一部の新刊 資料 に貸出集中が見
られ、 これが全体の数値 を押 し上げた もの と考 えられ る。
なお、貸出率 も右下が りで回転率 とほぼ同様の傾向を示 したカ＼ グラフ左端付近で回転率が特に高 く両
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者の乖離が拡大しており、出版年が新しいほど一定の図書に貸出が集中する傾向のあることがうかがえた。
(2)和洋区分(和 図書 ・洋図書 ・中国図書)に よる比較
和図書 ・洋図書 ・中国図書別の集計結果 を図2に 示す。集計対象ll2,626冊の内訳は、和図書
97,584(86.6%)・洋図書8,192(7.3%)・中国図書6,850(6.1%)である(括弧内は構成比)。1年間の延
貸出数19,028回のうち、和図書が18,566回で97.6%を占め、洋図書は343回で1.8%、中国図書はll9
回で0.6%であった。回転率を見ても和図書は洋図書の約4。5倍、中国図書の約11倍を示 し、和図書
の利用度が圧倒的に高いことがわかった。貸出率を比較すると、1年 間に1度 も貸出されなかっ
た図書の比率は和図書89.6%、洋図書97.5%、中国図書98.6%との結果が得 られた。
なお、経過年数1～3年 の部分で洋図書回転率が跳ね上がっているが、これは直近の2、3年間
に新刊洋図書の受入数が著しく減少したことが影響している。洋図書配架数は分析範囲15年間の
各年平均値が546冊であったが、たとえば2003年出版の洋図書はわずかにll3冊で、これに対して
73回もの貸出があるなど、特異な状況が生じていた。当館では近年の価格高騰に対処すべ く、教
員に洋雑誌購入抑制の検討を呼びかけてきたが、そこからの連想で洋図書の発注についても自粛
する心理が働いた、との想像もできるが確証はなく、原因は不明である。
(3)受入区分(購 入図書 ・寄贈図書)に よる比較
購i入・寄贈別のデータを表1に 、集計結果を図3に 示す。集計対象ll2,626冊中、購入図書 は
60,530冊(53.7%)、寄贈図書は52,096冊(46.3%)であった。配架図書数に大きな差はないが、寄
贈図書の貸出回数は少なく、回転率 ・貸出率とも大幅に低い。1年 間の延貸出数19,028回のうち、
寄贈図書の貸出は16.3%で購…入図書の5分 の1以下 となっている。貸出率の比較では購…入図書の
4分の1強 にあたる11で 、1年 間を通 じ1度も貸出されなかった図書が96%以上を占めた。寄
贈図書は利用が全体に不活発で、また、回転率と貸出率の乖離が小さいことから、特定図書が複
数回貸出されるケースが少ない、つまり利用される図書に分散傾向があると言える。
回転率について購入 ・寄贈の別に回帰分析 を行ったところ、購入図書では次の回帰方程式が得
表1購 入 ・寄贈別 貸出回数 ・回転率 ・貸出率
購入図書 寄贈図書
出版年 経過年数 配架冊数
貸出回数
(延) 回転率
貸出回数
唾複除去) 貸出率 配架冊数
貸出回数
(延) 回転率
貸出回数
(重複除去) 貸出率
2003 1 2,509 1,7150,684 771 0,307 2,595 189 0,073 116 0,045
2002 2 3,236 1,5880,491 727 0,225 2,687 201 0,075 130 0,048
2001 3 3,530 1,4630,414 736 11: 2,825 234 11: 139 0,049
2000 4 4,011 1,4580,364 774 0ユ93 ,.. 240 11:1 157 0,053
1999 5 4,592 1,3930,303 769 0,167 3,443 239 0,069 156 0,045
1998 6 4,521 1,3900,307 772 0,171 3,606 227 0,063 134 0,037
1997 7 3,602 957 0,266 554 0,154 3,902 214 0,055 131 0,034
1996 8 3,895 883 0,227 500 0ユ28 ... 204 0,052 123 0,032
1995 9 4,106 839 0,204 479 0,117 4,000 189 0,047 128 0,032
1994 10 4,401 841 0,191 465 0,106 3,745 173 0,046 115 0,031
1993 11 4,404 832 1:・ 428 0,097 3,744 160 0,043 101 0,027
1992 12 4,371 727 0,166 406 0,093 3,803 179 0,047 117 0,031
1991 13 4,319 675 0,156 388 0,090 3,785 267 0,071 160 0,042
1990 14 .. 575 0,137 377 11.1 3,621 235 0,065 144 0,040
1989 15 .;. 583 0,120 354 0,073 3,464 158 0,046 111 0,032
全 体 60,53015,9190,263 8,5000,14052,0963,10911.1 1,96211
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られ、明 らか なオブソレッセ ンスが観察 された。
指数 回帰U(t)=0.5952θ一〇,1087t決 定係 数RZ=0.96
対数 回帰U(t)ニ ー0.196Ln(t>+0.6458決定係数RZニ0.98
しか し、寄贈図書の 回転率分布 は、 ほぼ直線的で経過年数 との相関が明瞭で はな く、オ ブソレッ
セ ンス は観察で きなか った。寄贈図書 は新刊 書であ って も古い本 と同程度 にしか利用 されてい な
い、 と言 うこともで きよう。
(4)予算単位(文 学部 ・社 会学部 ・教 養部)に よ る比較
予算単位別の集計結果 を図4に 示す。当館 の図書予算 は、特別集書枠や学生購 入希 望図書枠、
図書館事務室選書枠等 を別 として、文学部 ・社会学部 ・教養部 に対 し概 ね2:1:1の 比率で割
り当て を行い、その範囲内の選書 は各学部の 自主性 に委ね ることが慣 例化 してい る。図4は 上記
3学部割当枠での購入図書48,595冊を対象 にグラフ化 したもので ある。
購入冊数の内訳 を見れば、文学部25,367、社 会学部10,914、教養部12,314で社会学部がやや少 な
い ものの、大筋で は2:1:1の 配分比が反映 された数字であ ると捉 えることがで きる。
一方、 回転率 ・貸出率の分布で は、経過年数1年 目、3-4年 目など一部 を除いて、文学部が社
会学部 ・教養部 を上 まわ る傾向 を示 した。15年間全体で算出 した貸出率 は、文0.131、社会0.108、
教養0.ll7で誤差の範 囲内か と思われ るが、回転率 につ いては文0.251、社0.178、教養0.181で文学
部が他 よ りも高い とい う結果が得 られた。
(5)主題分 野 によ る比較
主題分野別のデー タを表2、 集計結果 を図5、 分類別の回転率分布 を図6A・ 図6B(見 やす
くす るため2図 に分割 し、Y軸 のスケール を変 えてい る)に 示す。当館 で は図書 は原則的 に主題
に応 じてNDC'6)分類す るこ とに しているが、例外 と して、遺跡等 の発 掘調査報告書 は 「B」、
水野正好名誉 教授か らの寄贈 による 「水野 文庫 」は 「M」、岩波新 書 ・中公新書 ・岩波文庫 な ど
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経過年数
の新書 ・文庫本類 は 「教養文庫」 と称 して 「K」の記号の もとに独 自分類 を行 ってい るので、 こ
れ も踏 まえて集計 した。 「M」の大部分 は遺跡発 掘調査報告書 で主題内容的 には 「B」と同質 な
ので、 「B+M」 として合算 している。
まず、貸出率 を見 ると、「K」(教養文庫)が0.238で最 も高 く、配架数 はわずか2,011冊なが ら1
年 間に全数の4分 の1近 くが貸出 されていた ことが明 らか になった。
延貸出回数では2類(歴 史、地理)が5,012回で最 も多 く、3類(社 会科学)、7類(芸 術)、9
類(文 学)が この順 に続 いてお り、4分 野 で全体 の7割(68.9%)を占めた。文学 部4学 科 ・社
会学部2学 科か ら成 る本学の研 究 ・教育領域が反映 された数字であ ると言 うこともで きよう。
回転率 ・貸 出率 とも全分野中の最低値 を示 したの は、「B+M」(発 掘調査報告書)で あ った。
配架数36,779冊に対 して貸 出500回、貸 出率0.014で、全数の98.6%は1年間全 く貸出が なか った こ
表2主 題分野別 貸出回数 ・回転率 ・貸出率
主題分野 配架冊数 貸出回数(延) 回転率
貸出回数
(重複除去) 貸出率
0類 7,352 981 0,133 684 0,093
1類 4,533 1,055 0,233 631 0ユ39
2類 16,558 5,012 0,303 2,641 0ユ59
3類 16,577 2,990 0,180 1,820 o.110
4類 4,597 915 0,199 567 0ユ23
5類 3,302 701 0,212 450 0,136
6類 2,450 .,. 1・: 295 0,120
7類 6,055 2,642 0,436 1,134 0ユ87
8類 2,608 362 0,139 210 11:
9類 ・:1 2,461 0,251 1,051 0,107
B+M 36,779 628 0,017 500 0,014
K 2,011 797 0,396 479 0,238
欠損値* 3 一 一 一 一
全体 112,626 19,028 0,169 10,462 0,093
*分類番号不正の ため集計不能で あったデータ
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とになる。「B+M」はすべてが寄贈図書であり、また和図書が36,567冊と圧倒的に多い。今回の
集計対象中、寄贈図書の70.1%、和図書の37.7%を占めているので、寄贈図書全体 ・和図書全体の
回転率及び貸出率に引き下げ効果をもたらした、ととらえることもできよう。
また、回転率に関 しては7類(芸 術)と 「K」(教養文庫)の 高さが目立つほか2類(歴 史、
地理)、9類(文 学)も 高いが、3類(社 会科学)で はむしろ低いことがわかった。3類 の配架
冊数は16,577冊で2類(16,558冊)、9類(9,801冊)を上回っているが、社会学 ・社会心理学、民
俗学 ・民族学、教育学など本学のカリキュラムと関連性が高い分野の図書のほかに、政治、法律、
経済、国防等、本学での利用数は限られる図書を多 く含むために、全体としては回転率が低値に
なったと考えられる。
図6で は、8類(言 語)と 「B+M」(発掘調査報告書)を 除いて、類毎に傾きが異なるものの、
回転率分布には共通 して右下がり傾向が認められ、出版年が古い図書ほど貸出数が減少する傾向、
すなわちオブソレッセンスの存在がうかがえた。8類 と 「B+M」では寄贈図書全体におけるのと
同様に、回転率分布と経過年数の関係が明瞭ではなく、オブソレッセンスは観察されなかった。各
類を比較すると、7類(芸 術)と9類(文 学)で、経過年数4年から1年にかけての回転率上昇が
顕著であった。この要因を探るため資料1点 毎の延貸出回数順 リス トを作成 して検討 したところ、
上位に7類 と9類の新刊図書が多 く含 まれることがわかった。付表2は、このリス トの1位 から49
位まで(年 間延貸出12回以上のもの)で、いわば 「2004年資料別貸出回数ベス ト49」である。7類、
9類、その他、に分けて集計すると、表3の ようになる。この表が示す とお り、上位49点中に7類
の資料が16点、9類 の資料が23点含まれ、7類 と9類の延貸出数を合計すると全体の8割以上であっ
た。また、7類 ・9類ともに、資料数に関しても、また延貸出回数に関しても全体の8割超が2000
年以降に出版された資料で占められていた。小説等のベス トセラー書や映画のDVDが 多く含まれ
ており、これら新刊資料への貸出集中が直近4年 間の回転率を押 し上げたと考えられる。
松井 ・磯野 「蔵書回転率」 と 「蔵書貸出率」を指標 とする貸出データの分析調査 185
回 転 率
0.60
0.50
0.40
0.30
0.20
0.10
0.00
図6A主題分野別の回転率(1)
一◆ 一一〇類
一1類
一 〇-2類
X・ ・3類
一 米一4類
、 +5類
へL 八
、
㌧《'
、
、
、
ゼ ＼とx
◆、
、
..e・."'
、
'
r'
、 ,' 、
..◆'
、 ・ ・,・
,,v
＼7警'× ....昌、' ' 、、、、 マa
'
、 、 、 、 鱒 砦 鱒、' _'u・ 鱒 ㍉乙 A
、'
、'
》
、
.....,
、 、
噛× 一 ・ …
,◆..
`'"冷'
'x
噛 ・◆
.. 噛㍉ ◆
1 II 1 II II II 1 II 1
123456 789101112131415
経 過 年 数
回 転 率
1.20
1.00
0.80
0.60
0.40
0.20
0.00
図6B主 題分野別の回転率(2)
一◆-6類
一●-7類
＼
・・ロ ・・8類
+9類
一一〇 一一K類
TB十M
、
、
∈γ'
、
、 A、
,ρ'
、
、 ,'
＼ b.. ¶聖 σ
''
ノ愈気
＼//。''"圃 ・、 皇
!.¢/
、
、
'
、
口、 ロ...▲.'』 噛ン 哨 ＼
、
二油L/
'σ
、
、、
、
、 ρ'
口'
.・口 ㌦ 贈・ 'コ ・一・一・ゴ
■
/L＼
'、
、、、
[ト
b¥
_..古.曹・ロ・一・'-iコ'㌦[}.._.
ti
■t一 1 一. ■ ■ ■ ■ ■ iF-i 1■
123456 789101112131415
経 過 年 数
表3貸 出回数ベス ト49の内訳
資料数
A
延貸出回数
B
左のうち2000年以降出版のもの
資料数
a
延貸出回数
ba/A b/B
7類 16 232 13 81.3% 190 81.9%
9類 23 341 19 82.6% 287 84.2%
その他 10 126 1 10.0% 13 10.3%
全体 49 699 33 67.3% 490 70.1
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】.V考察
(1)2004年貸出データにおける共時オブソレッセンスについて
当館の蔵書数は34万冊を越え年平均1万 冊程度ずつ増加しつづけているが、書庫スペースは有
限であ り、経費面で増設は容易ではない。従ってごく近い将来、蔵書の一一部について集密書庫へ
の別置や除籍を推し進める必要が生じて くると考えられる。
別置や除籍の検討に際し 「不要資料」を決めるための評価基準は数多 くあるが'7)、「利用頻度」
は客観性があ り、また量的な相互比較が容易な点で、説得力が高いもののひとつである。今回は
1年間のデータのみを対象として共時オブソレッセンスを観察したが、今後、複数年にわたる分
析調査を実施して同様の結果が得られた場合に、たとえば 「出版後15年以上経過した時点で別置
の候補とし、50年以上経過した時点で除籍の候補とする」という基本ルールを定めることには合
理的な根拠がある、と言えるだろう。
岸田和明氏が指摘しているように、共時オブソレッセンスには 「将来的な利用 ・引用を予測す
るものではない」「頻繁に利用 ・引用される 『価値ある』文献もそうでない文献も出版年 という
属性でひとまとめにしてしまう」'8)という欠点がある。しかし、和洋区分や主題分野等、資料属
性毎の利用傾向を反映したルールを設定して、これに基づき選定した候補に対し、個々の物理的
状態や複本の有無を踏まえ、必要があれば最近の貸出状況を参照した り、該当分野の教員の意見
を聴いた りしたうえで最終的に決定する、といった手順を踏めば、これらの欠点を補うことは可
能であろう。今回の調査はそのプロセスの準備段階と位置付 けることもできる。
(2)和洋区分、受入区分、予算単位、主題分野による比較の結果について
今回の分析では、事前の予測と一致する結果が得られたものが多いが、予測を上回ったものや
全 く異なる実態が示されたものも、い くつかあった。
和洋区分別集計で和書の貸出が圧倒的に多いという結果は、全 く予測どお りであった。図書館
の資料配置では原則的に、よく利用されるものをより利便性の高い場所に置 くことが望ましい。
当館は2002年度から2003年度にかけてこの原則を念頭に配置場所の見直しを行い、貸出カウンター
やコピーコーナーのある1階 ・2階に和図書、入 り口から遠い地下1階 及び地下2階 に中国図書
と洋図書を置いているが、和洋区分別集計は現行配置の合理性を裏付 ける結果を示した。
受入区分別比較における寄贈図書貸出の少なさは予測を超えるものであった。図書館職員以外
にはあまり認識されていないが、寄贈図書であっても書架上のスペースを占め、分類 ・目録や書
庫管理面の労力を要し、装備や修理の経費を必要とするから、決して 「無料」ではあ りえない。
当館の寄贈図書は ①本学教職員から自著の寄贈を受けたもの ②本学個人研究費や文部科学省
科学研究費等で購入し、研究終了後に移管されたもの ③教職員等、本学関係者から蔵書の寄贈
を受けたもの ④遺跡発掘や文化財修理の調査報告書 ⑤著者や出版者から贈呈を受けたもの
(①および④に属するものを除く)⑥ その他の個人や機関から寄贈 を受けたもの に大別でき
る。うち、① は学生の関心が特に高 く、活発な貸出が期待できる。②③ は、研究が一一応、完結し
た時点で図書館に寄贈されるので受入後の貸出は少ないと思われるが、所属教員の研究軌跡が資
料の形で大学に遺るという意義が認められる。④ は文化財学科を擁iする大学の図書館 としては、
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利用度の高低に関わらずコア ・コレクションの一つとすべきものである。しかし、⑤⑥ は例外的
に利用が見込める一部のものを別とすれば、コス トをかけて所蔵する意義は乏しいと言ってもよ
いであろう。今回の結果を踏まえて、以後これらの受入の可否については厳しく吟味する必要が
あると考えられる。
予算単位別の比較では、文学部枠による購入図書の回転率が社会学部 ・教養部の回転率を上回
るとの結果が得られた。貸出率には大差がないことから、文学部購入分では、同一一図書の複数回
貸出が相対的に多かった、と読み取ることができるだろう。予算単位別に見た利用度の違いが今
後継続的に観察されるのであれば、慣例の見直しを行い、実態に則した配分方法を検討する必要
が生 じて くるのではないかと考えられる。
主題分野別集計で得られた2類(歴 史、地理)、7類(芸術)、9類(文 学)、「K」(教養文庫)
で回転率 ・貸出率が高いとの結果については、返本や書架整理など日時業務に際して、資料配列
の乱れ具合から感 じとれる傾向と符合する。ここ数年、当館は学生サービス拡充のため、予算面
で 「学生購入希望図書」枠(80万円)を独立させるなどして財源を確保し、ベス トセラー書や映
画の新作DVDな どの積極的購入を進めてきた。付表2に 見られる貸出状況は、このことに対す
る利用者の支持を示すと捉 えることができよう。また、教養文庫では現在 「岩波新書」のみを全
冊購入しているが、全分野中最 も高い0.238という貸出率を記録 し活発な利用状況が明らかになっ
たことから、全冊購入する新書類の追加を検討する余地があると思われる。
他方、「B+M」の貸出状況は極めて低調であった。延貸出回数が同じように少ない6類(産
業)、8類(言 語)と 比べて 「B+M」の配列の乱れは体感的に大 きいと感 じられたので、予測
とは全 く異なる結果であったと言ってもよい。今回の調査結果から導 くことは不可能だが、たと
えば 「発掘調査報告書は館外貸出されることは少なく、複写による利用が大部分を占める」など、
利用形態面での特殊性を備えた資料群なのかもしれない。
Vお わりに 今後の課題
すでに述べたとおり、今回の分析は1年間分のデータのみを対象としている。除籍資料の選定や
予算配分に具体的に反映させるためには、ここで得 られた知見が中長期的に見ても当てはまるか、
検証が必要であろう。筆者等は3年ないし5年程度のデータが蓄積された段階で同様の分析調査の
実施を計画している。また、可能であれば同じコンピュータ・システムを導入している他大学図書
館と協力 して比較を行うことも視野に入れ、さらに調査研究を積み重ねて行きたいと考えている。
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5)岸田和明、逸村裕、高山正也 「大学図書館における館外貸出データの分析手法 一オブソレッセンスと
貸出頻度分布の分析を中心として 」『図書館研究シリーズ』31,1994,p.80
6)森耕一編 「図書館サービスの測定と評価』日本図書館協会,1985.4,p.236
7)図書館用語辞典編集委員会編 「最新図書館用語大辞典』柏書房,2004.4,p.292
8)本稿の英文標題では"circulationrate(s)"と表記したが 「(蔵書)回 転率」 との対応関係については、な
お検討の余地がある。
9)山田周治 「館外貸出データに見る利用傾向 一蔵書回転率の分析一」「大学図書館研究』69,p.28,2003.12
10)計量書誌学(Bibliometrics)数理的 ・統計的分析によって、情報や資料の生産 ・流通 ・利用の諸側面を
解明しようとする図書館情報学の一分野を言う。
ll)岸田和明 「蔵書管理のための数量的アプローチ 文献レビュー 」「LibraryandInformationScience』
33,1995,p.51-58
12)当館では、「出版国にかかわらず、本文が中国語または韓国語でのみ書かれた図書」を「中国図書」とし、
和図書 ・洋図書とは別に配架 ・管理している。
13)岸田和明 「研究方法a.数理(数量的)アプローチ」図書館情報学ハンドブック編集委員会編 『図書館情報
学ハンドブック第2版 』丸善,1999.3,p.107-108
14)山田周二 注9)論 文p.30
15)愛媛大学附属図書館では開架図書のみを対象 としたのに対 し、当館では閉架図書、視聴覚資料等も含め
て集計したので厳密な比較ではないが、およその傾向は把握できると思われる。
16)NDC(NipponDecimalClassification)0から9までの数字により10区分しながら展開して行く十進分
類法の一種で、わが国の図書館では最もよく使われている。最上位の第一次区分(類 目表)は次のとお
りである。
0類 総記(叢 書、一般論文集)
2類 歴史(歴 史、伝記、地理)
4類 自然科学(数 学、理学、医学)
6類 産業(農 林水産業、商業)
8類 言語
17)樋山知冬、田村俊作 「蔵書管理」
ク第2版 』 丸善,1999.3,p.758
18)岸田和明 注11)論文p.57
?
?
?
?
?
?
?
〔」
?
??
図書館情報学ハンドブック編集委員会編
哲学(哲 学、心理学、倫理学、宗教)
社会科学(政治、法律、経済、社会、教育)
技術(工 学、工業、家政学)
芸術(美 術、音楽、演劇)
文学
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付表1 出版年別 貸出回数 ・回転率 ・貸出率
出版年 経過年数 配架冊数
貸出回数
(延) 回転率
貸出回数
(重複除去) 貸出率
2003 1 5,104 1,904 0.3730 887 0.1738
2002 2 5,926 1,793 0.3026 858 0.1448
2001 3 6,359 1,697 0.2669 875 0.1376
2000 4 7,012 1,698 0.2422 931 0ユ328
1999 5 :1・ 1,639 0.2032 929 0ユ152
・・; 6 8,333 1,633 0.1960 918 0ユ102
1997 7 8,355 1,366 0.1635 788 0.0943
1996 8 8,718 1,224 0.1404 708 0.0812
1995 9 .. 1,143 0.1297 679 0.0771
1994 10 9,099 1,241 0.1364 680 0.0747
1993 11 8,991 1,091 0.1213 600 0.0667
1992 12 9,195 1,018 0.1107 594 11・x・
1991 13 9,066 1,117 0.1232 659 0.0727
1990 14 9,142 965 0.1056 622 11・.1
1989 15 9,957 876 11::1 554 0.0556
1988 16 9,132 862 0.0944 540 0.0591
1987 17 8,979 820 0.0913 504 0.0561
1986 18 9,712 820 0.0844 512 0.0527
1985 19 13,406 850 0.0634 531 0.0396
1984 20 9,386 836 0.0891 548 0.0584
1983 21 .. 850 0.0962 524 0.0593
1982 22 8,696 688 0.0791 460 0.0529
1981 23 7,932 696 0.0877 443 0.0558
1980 24 7,990 694 0.0869 459 0.0574
1979 25 7,220 683 0.0946 475 0.0658
1978 26 7,693 801 0.1041 529 11・:.
1977 27 6,473 648 o.lool 409 0.0632
1976 28 6,055 644 0.1064 392 0.0647
1975 29 6,020 652 0.1083 415 11・:・
1974 30 5,380 573 0.1065 351 0.0652
1973 31 4,991 475 0.0952 302 0.0605
1972 32 4,522 462 0.1022 280 0.0619
1971 33 5,871 513 0.0874 336 0.0572
1970 34 3,811 434 0.1139 269 0.0706
1969 35 3,657 348 0.0952 220 0.0602
1968 36 4,191 390 0.0931 253 0.0604
1967 37 4,002 376 11.1 238 0.0595
1966 38 5,030 492 11・ 294 0.0584
1965 39 3,671 303 0.0825 205 0.0558
1964 40 2,834 259 0.0914 175 0.0618
1963 41 2,749 166 11.1 112 0.0407
1962 42 2,370 171 0.0722 115 0.0485
1961 43 1,891 138 0.0730 101 0.0534
1960 44 1,842 151 11:1 110 0.0597
1959 45 1,749 118 0.0675 89 0.0509
1958 46 1,892 131 0.0692 98 0.0518
1957 47 1,654 117 0.0707 78 0.0472
1956 48 1,354 130 0.0960 72 0.0532
1955 49 1,229 54 0.0439 38 0.0309
1954 50 1,092 46 0.0421 38 0.0348
1953 51 1,153 63 0.0546 45 0.0390
1952 52 860 34 0.0395 27 0.0314
1951 53 714 35 0.0490 24 0.0336
1950 54 826 28 0.0339 23 0.0278
1949 55 610 29 0.0475 19 0.0311
1948 56 530 18 0.0340 13 0.0245
1947 57 491 23 0.0468 18 0.0367
1946 58 271 5 0.0185 3 o.olll
1945 59 112 5 0.0446 4 0.0357
全 体 311,013 37,036 0.1191 21,973 0.0706
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付表22004年資料別貸出回数ベスト49
資料ID 貸出回数 請求記号 書 名 資料種別 出版年
323594 28 913.6/W47 蹴 りたい背中 一 般 2003
328974 26 778.77/St2 フ アイ ンデ イ ング ・ニ モ DVD(AV) 2003
728046 18 778.253/Sh33Chicago DVD(AV) 2003
327507 18 913.6/Mi71/1ド リー ムバ ス タ ー 一 般 2001
323593 18 913.6/W47 イ ンス トー ル 一 般 2001
099059 17 791.2/Ki46 近世茶道史 一 般 ...
327509 17 913.6/H55 ゲームの名は誘拐 一 般 2002
257944 16 918/Sh64/21源氏物語3(新 日本古典文学大系:19-23)一 般 1993
328028 15 778.253/Ma72マ トリ ック ス ・レボ リュ ー シ ョ ンズ DVD(AV) 2003
728587 15 778.77/Ka67ルパ ン三 世:カ リ オス トロの 城 DVD(AV) 2001
324183 15 913.6/Mi71 誰か 一 般 2003
322480 15 913.6/Y79 半落ち 一 般 2002
328487 15 933/Sh12/1 奇 怪 な サ ー カ ス(ダ レ ン ・シ ャ ン:[1]) 一 般 2001
328316 15 933/Sh12/7 黄 昏 のハ ンタ ー(ダ レ ン ・シ ャ ン:7) 一 般 2003
328494 15 933/Sh12/9 夜 明 け の覇 者(ダ レ ン ・シ ャ ン:9) 一 般 2003
010391 14 289.1/Ko14 小堀遠州(人 物叢書:140) 一 般 1967
327714 14 778.253/R59ロ ー ド ・オ ブ ・ザ ・リ ング:二 つ の 塔 DVD(AV) 2003
327519 14 913.6/E44 号泣する準備はできていた 一 般 2003
325899 14 913.6/172 4TEEN 一 般 2003
322482 14 913.6/Ka84 世界の中心で、愛をさけぶ 一 般 2001
328493 14 933/Sh12/8 真 夜 中 の 同志(ダ レ ン ・シ ャ ン:8) 一 般 2003
323546 13 210.025/Ko44/26考古実測の技法(考 古学ライブラリー:26) 一 般 1984
302780 13 210.2/Sh82 古墳と古墳群の研究 一 般 2000
147609 13 222.01/C62/2中国の歴史2 一 般 1974
031561 13 319.105/N71/4マ ス ・メ デ ィ ア と知 識 人 一 般 1972
318205 13 709ユ/Ky6 文化財のための保存科学入門 一 般 2002
321698 13 778.253/H33/2ハ リー ・ポ ッタ ー と秘 密 の部 屋 DVD(AV) 2002
322916 13 778.253/P97プ ラ イベ ー ト ・ラ イ ア ン DVD(AV) 2002
294628 13 778.253/Su83Standbyme VHS(AV) 1992
322579 13 778.253/Ta22タイ ム マ シ ン DVD(AV) 2002
728586 13 778.253/To49/2トゥー ム レ イ ダー2プ レ ミア ム ・エ デ ィシ ョ ンDVD(AV) 2003
728589 13 778.77/Ku59紅の豚(ジ ブリがいっぱいCOLLECTION)DVD(AV) 2002
277318 13 918/Sh69/3 日本書紀2(新 編 日本古典文学全集:2-4) 一 般 1994
303054 13 933.7/R78/1ハ リー ・ポ ッタ ー と賢者 の石 一 般 1999
328490 13 933/Shl2/4 バ ンパ イ ア ・マ ウ ンテ ン(ダ レ ン ・シ ャ ン:4) 一 般 2002
328491 13 933/Shl2/5 バ ンパ イ ア の試 練(ダ レ ン ・シ ャ ン:5) 一 般 2002
328492 13 933/Shl2/6 バ ンパ イ ア の運 命(ダ レ ン ・シ ャ ン:6) 一 般 2002
321670 12 210.025/195/1研究の方法(岩 波講座日本考古学:1) 一 般 1985
190663 12 242.03/H45 図説古代エジプトの女性たち:よみがえる沈黙の世界 一 般 1998
319172 12 520.8/Sh64/50歴史的建造物の保存(新 建築学大系:50) 一 般 1999
262032 12 682.1/H18/1箱根御関所日記書抜 上 一 般 1976
246799 12 718/Mi65 仏像彫刻の鑑賞基礎知識 一 般 1993
322576 12 778.21/U79 ウ ォ ー タ ー ・ボ ー イ ズ DVD(AV) 2002
322646 12 778.253/J9517歳の カ ル テ コ レ ク ター ズ ・エ デ ィ シ ョ ン DVD(AV) 2001
327508 12 913.6/Mi71/2ドリ ー ムバ ス タ ー2 一 般 2001
316448 12 913.6/Mu43/1海辺のカフカ 上 一 般 2002
187039 12 913.6/Mu43/1ノルウェイの森 上 一 般 1987
.,.. 12 933/Sh12/2 若 きバ ンパ イ ア(ダ レ ン ・シ ャ ン:2) 一 般 2001
184977 12 K/KGs/1032 生 き残 った帝 国ビザンティン(講 談社現代新書:1032)一 般 1990
